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1 はじめに 

 （１）はじめに 

 行政評価は、費用対効果の高い市政を実現するため、「市民にとっての効果は何か」、「当初期待したとおりの成果はあがっているか」等といった視点で、市の事業を評価検証する制度です。  
 当市では、担当課による一次評価を行った後、行財政改革推進委員会から選出された市民・識見者及び庁内委員で構成する「行政評価委員会」によるヒアリング（二次評価）を行っており、これまで「事務事業の見直し」や「補助金の見直し」に取り組んできました。  
 平成 22 年度は、「浜田市公共施設見直し指針（平成 20 年 8 月）」の策定等を踏まえ『施設の管理運営』を行政評価のテーマとしました。  
 浜田市が管理する公共施設（既に運営方針が定まっているもの等を除く）を対象に、公民館･集会所、レクリエーション施設、社会教育施設といった施設種別を設定し、全 313 施設の一次評価を実施しています。  
 また、二次評価については、上述した施設種別のうち「産業振興施設」など
32 施設を対象に、外部委員を含めた行政評価委員会によるヒアリングを実施し、総合評価を行いました。  
 この行政評価委員会による総合評価は、直ちに市の方針決定となるものではありませんが、この結果を尊重し、施設の管理運営について、計画的な見直しに取り組みます。特に、｢廃止｣や｢譲渡｣など「現状のままで存続すべきではない」などの評価を受けた施設は、改めて、より効率的、効果的な施設運営について検証を行い、浜田市としての運営方針を決定し改革に取り組んでまいります。  
 なお、残る施設についても今後 3 か年程度をかけて二次評価を実施してまいります。  
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 ２ 平成 22 年度の評価方法等  

 （１）一次評価（担当課の自己評価） 

 担当課による評価票の作成 8 月～12 月   （313 施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 08 その他 62 04 公園  

17 07 文教施設  30 03 産業振興施設  

53 06 スポーツ施設  44 02 社会福祉施設  

18 05 教職員住宅  84 01 公民館・集会所  

施設  種別  施設  種別  
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施設区分の全体説明（担当部長 5 分） 個別の施設説明（担当課長 5 分） 質疑（10 分程度） 全体質疑・評価（５分程度）     ××××施設数施設数施設数施設数        ××××種別種別種別種別    

 （２）二次評価（外部委員を含めた行政評価委員会による総合評価） 

 行政評価委員会によるヒアリング 12 月～2 月 （32 施設） 

 ○「宿泊・レクリエーション施設」及び「公衆浴場」  12 施設    ○「産業振興施設」及び「和紙会館」    13 施設    ○「市場」         1 施設    ○「体験農園」         2 施設  ○「泉源」         4 施設  
 

*「公衆浴場」は種別 02 社会福祉施設に区分されています。  
 行政評価委員会（外部委員は行財政改革推進委員会から選出）  
 外部委員 9 人  島根県立大学教授、浜田金融会、女性ネットワーク、公募委員  庁内委員 5 人  企画財政部長、総務部次長、管財課長、財政課長、総合調整室長  
 評価方法  

 （１）  担 当 部 長 か ら 施 設区分ごとに、包括的な説明を実施  
 （２）  個 別 施 設 の 状 況 について、担当課から
5 分程度で説明・質疑  
 

 （３）  施 設 区 分 全 体 を 通じた質疑を行い、行政評価委員の評価  
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 評価の視点  評価の視点 公的関与の必要性（そもそも公費負担の必要があるのか）  ・法令により、または市の重要な施策として必要な施設であるか   ・同様・類似のサービスを提供する民間等の施設で代替できないか。   ・施設の設置目的や社会的ニーズが希薄化していないか。   ・施設の将来性はどうか（再投資の是非）  
 評価の視点 施設運営の効率性（運営管理の方法はどうか）   ・市が実施主体となることは妥当か（利用状況、費用対効果、効率性）   ・公費負担と受益者負担の割合は適切か (施設利用しない市民も納得できるか）   ・投資に見合う効果があるか  
 評価基準  存 続 ・存続施設（見直し） 運営主体、方法の見直しなど、更なる経営努力を必要とする施設も含む 統 合 ・類似施設との統合   競合関係にある施設が存在する、設置意義等が希薄化した施設  転 用 ・他用途への転用、機能追加   利用率が低い施設など 譲 渡 ・民間（地域団体を含む）譲渡   主として一部の住民に利用活用される施設など 廃 止 ・休止、廃止   「民間と競合する公的施設の改革について」に明記された施設など  

 

 

 

 

 

 

 

 存続   統合・転用   譲渡・廃止 公設（行政関与）の意義（大）  公設の意義（小）  
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 ３ 平成 22 年度の評価結果  
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総括表(評価順）評価日 評価順 区分 ID 施設名 担当課評価 総合評価1 公衆浴場 96 旭温泉あさひ荘 存続 存続2 宿泊レクリエーション施設 97 簡易宿泊所あさひ荘別館 存続 廃止3 宿泊レクリエーション施設 101 浜田市都川交流促進施設 存続 譲渡4 宿泊レクリエーション施設 102 天狗石農村公園 存続 譲渡5 宿泊レクリエーション施設 273 若生まなびや館（交流施設） 存続 譲渡6 宿泊レクリエーション施設 131 森の公民館 存続 存続7 公衆浴場 122 美又温泉会館 存続 存続8 宿泊レクリエーション施設 133 美又温泉国民保養センター 存続 存続9 宿泊レクリエーション施設 132 かなぎウェスタンライディングパーク 存続 廃止10 宿泊レクリエーション施設 130 リフレパークきんたの里 存続 存続11 宿泊レクリエーション施設 156 国民宿舎千畳苑 存続 存続12 宿泊レクリエーション施設 169 ふるさと体験村 存続 存続13 産業振興施設 98 梨集出荷施設 譲渡 譲渡14 産業振興施設 412 浜田市地域交流プラザ 存続 存続15 産業振興施設 163 農産物集出荷貯蔵施設 譲渡 譲渡16 産業振興施設 164 地域資源循環活用施設 譲渡 譲渡17 産業振興施設 166 弥栄肉用牛改良流通センター 譲渡 譲渡18 産業振興施設 161 弥栄農産物処理加工施設　第1工場 譲渡 譲渡19 産業振興施設 162 弥栄農産物処理加工施設　第2工場 譲渡 譲渡20 産業振興施設 165 実践研修生滞在施設 存続 存続21 産業振興施設 167 間伐材等地域材研究施設 存続 存続22 体験農園 170 体験農園施設 譲渡 譲渡23 市場 157 浜田市公設水産物仲買売場 存続 存続24 産業振興施設 123 農畜産物加工施設 譲渡 譲渡25 産業振興施設 125 波佐地場産業技術研修センター 存続 譲渡26 産業振興施設 152 三隅中央会館(2)和紙の郷 存続 存続27 産業振興施設 141 三隅特産品展示販売センター 存続 存続28 体験農園 149 井野児童農園 存続 転用29 泉源 95 旭温泉（源） 存続 存続30 泉源 115 美又温泉美又1,2,3,4号井 存続 存続31 泉源 116 湯屋温泉（源） 存続 存続32 泉源 117 波佐小国温泉（源） 存続 存続担当課評価 総合評価存　続 24 17統　合転　用 1譲　渡 8 12廃　止 2合計 32 32
H22年12月20日H23年2月17日
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